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甲第 156 号 
令和 2 年 3 月 19 日 
学位規則第４条第１項該当 
学位論文主題 薄膜センサを用いたピストンリングしゅう動面圧の計測法に関する研究  
論文審査委員 （主査）三原 雄司 
槇 徹雄 
三田 修三 
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を行い, その結果を示す. これより, 従来確認されているしゅう動時におけるピストン
リング-シリンダボア間追従状況の変化をとらえ, 面圧分布の発生状況を検討した結果を
述べる. 第３章「ピストンリングに対する薄膜センサ技術の応用」では, 薄膜圧力セン













との比較評価を行い, 計測値の妥当性を検証した結果を述べる. 第９章「結論」では, 
本研究に関する総論を述べる. 
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第 6 章では，本論文の成果を総括した。 
  































文をもって、令和 2 年 2 月 5 日に専攻内で最終審議が行われ、出席者（13 名の構成員の
うち、出席者 11 名）の投票をもって審議した結果、出席者全員が合格と判定した。 
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論文審査委員 （主査）三原 雄司 
大上 浩 
眞保 良吉 





























































元と比べて計算時間が 1/100 以下の 1 次元解析でも十分な精度が得られることを示した． 
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論文審査委員 （主査）三原 雄司 
槇 徹雄 
三田 修三 






















り入れたものが弾性流体潤滑(EHL)の理論である．1959 年，Dowson と Higginson の論
文において名付けられて以来，様々な研究機関で研究が進んでおり，転がり・滑り接触面
の油膜圧力・油膜厚さ・温度などを推定するモデルが構築されている．また計算モデルを




























で，しゅう動面近傍の最高到達温度を推定した（第 3 章）．金属ベルト式 CVT は加速や変
速により接触領域やその荷重が連続的に変化するため，金属ベルトエレメント１個に加わ
る荷重を過渡状態で連続的に計測した．実車走行モードを模擬する試験機において，小型





干渉法により計測した（第 6 章）． 






際に想定される課題などについては，第 7 章で示す． 
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る可能性が高く、その発展性は非常に高いと判断する。 
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甲第 160 号 
令和 2 年 3 月 19 日 
学位規則第４条第１項該当 
学位論文主題 業務用厨房における機器負荷率を用いた換気設計法に関する研究  
論文審査委員 （主査）近藤 靖史 
岩下 剛 
小林 茂雄 






設備設計基準は ASHRAE Handbook Applications(以下、ASHRAE 基準と記す)の 1982
年版を引用している。一方、ASHRAE 基準は継続的に改訂されている。ASHRAE 基準
の 1995 年版では調理機器の発熱量やフードを形状により排気量を決定している。
ASHRAE 基準の 2003 年版では、これまでの面風速に関する記述が削除されている。
































第 3 章では、第 2 章の調査厨房から調理器具の負荷率を計測可能な 10 の厨房について














展開することができる。このように BIM から設計図書作成までの手順を示し、BIM 設計
の可能性を示すとともに、現状の課題について考察している。 
 
第 5 章では、本研究の全体のまとめと、本研究の成果と今後の課題について示している。 
  









類･位置などを考慮していない。また、建築設備設計基準は ASHRAE Handbook 
Applications(以下、ASHRAE 基準と記す)の 1982 年版を引用している。一方、ASHRAE 基
準は継続的に改訂されており、1995 年版では調理機器の発熱量やフードの形状を考慮し
て排気量が決定される。さらに、ASHRAE 基準の 2003 年版では、これまでの面風速に関





















規模業務用厨房は、1 回の食事で 200～800 食分の食事を提供できる厨房とし、全国 35 の
電気厨房の調査・分析が行われた。調査は、竣工図面や施設管理者による記述調査である
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乙第 91 号 
令和 2 年 3 月 5 日 
学位規則第４条第２項該当 
学位論文主題 地下駅構内の列車風による冷房負荷推定に関する研究  
論文審査委員 （主査）近藤 靖史 
岩下 剛 
小林 茂雄 





























































第 5 章では、第 4 章で提案した負荷計算法の予測精度を検証するため、島式 1 面 2 線
駅と島式2面4線駅にて監視データより得られた実測値と本負荷計算法による値との比較
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行い、本シミュレータの計算精度が実用的に充分であることを示した。 
第 6 章では、本研究の全体のまとめと、本研究の成果と今後の課題について示す。 
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第 8 章は、第 1～7 章のまとめである。 
 
以上 
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乙第 93 号 
令和 2 年 3 月 5 日 
学位規則第４条第２項該当 
学位論文主題 斜め格子パネルを用いた木質Ｉ形梁の開発および実用化に関する研究  
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第２章ではウェブに用いた DLP の面内せん断試験の結果とその特性について述べた。 
Ｉ形梁に用いる材料の検討を行い、構造用合板、OSB と DLP の比較検証を行った。
DLPは、厚9mm×幅55mmの国産スギのラミナを傾斜角45°方向に151mm間隔で2 層
を直交させて、貼り合わせた厚 18mm の面材で、平行するラミナ間に約 50mm の隙間が
ある。Two Rail Shear 法による面内せん断試験の結果、DLP のせん断弾性係数は構造用
合板（特類、二級）より約 2 倍大きく、OSB の 0.85 倍だった。ほぼ同じ材積であるパネ
ル単体の比較では、DLP は構造用合板の約 3 倍、OSB の 1.7 倍の剛性があり、高いせ
ん断性能がある事が分かった。この結果を基に、Ｉ形梁のウェブには DLP を用い、曲げ







































































第 2 章では斜め格子パネル(DLP)という特殊なパネルの要素試験、第 3 章では I 形梁の
短期的な力学的特性と設計法か述べられている。 
I 形梁に用いる材料として構造用合板、OSB と DLP を比較検証し、DLP に高いせん断
性能がある事を確認した。DLP は厚 9mm×幅 55 mm の国産スギのラミナを傾斜角 45 °
方向に 151 mm 間隔で 2 層を直交させて、貼り合わせた厚 18mm の面材で、平行するラミ
ナ間に約 50mm の隙間がある。Two Rail Shear 法による面内せん断試験の結果、DLP のせ
ん断弾性係数は構造用合板（特類、二級）より約 2 倍大きく、OSB の 0.85 倍であった。
ほぼ同等の使用材積であるこれらをパネル単体で比較すると、DLP は構造用合板の約 3
倍、OSB の 1.7 倍の剛性があり、強度特性で劣るスギの使い方として合理性がある。部材
特性を求めると共に、部材の性能値を推定する方法を提案し、その妥当性を検討している。 















第 4 章では、I 形梁の長期試験結果とその特性について述べられている。I 形梁の長期
性能について、荷重継続時間による強度の影響(DOL)、およびクリープ特性を把握するた
めに、荷重条件を変化させた長期載荷の曲げ試験およびせん断試験を実施した。試験結果












第 5 章では、国内の在来木造軸組工法で I 形梁がより受け入れられやすくするため、そ
の周辺技術について提案と検証を行っている。梁瑞部の梁受け接合の方法や、設備配管が
梁を貫通できるようにウェブに開けた開口の影響や補強法を検討した。また、試作の I 形
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用な近似式である。開口補強の方法として、合板を用いる仕様とネイルプレートによる補
強金物を用いる仕様を提案した。それぞれ耐力向上の効果を確認しており、耐力上有効で、
実用上も有用な提案と言える。 
ウェブのジョイントについては、接着型のジョイントはその接着面積や断面欠損の大小
に関わらず、せん断剛性は母材と同等だった。一方、接着面積が大きいほど比例域が大き
くなり、母材の耐力に近づく。接着面積が大きく断面欠損が小さいマイクロフィンガージ
ョイントは、母材と剛性、耐力とも同等になることが分かった。本実やフィンガージョイ
ントを面材状のパネルに適用した事例が少なく、せん断試験のデータは非常に貴重である。 
 
ウェブの DLP は斜め格子状に軸材を組み合わせてあり、せん断の特性に優れ、格子の
孔が配線配管にも使用できる。繊維直交方向の寸法変化が影響しにくい構成なので、製材
や集成材よりも寸法安定性が高く、床構造の品質向上につながる。柱や間柱の製材の後に
残る背板など小断面の製材が利用できるので省資源でもある。 
I 形梁は性能の割りに使用材積が少なく、プレス時間が短いので生産性が高く、長尺の
LVL などと組み合わせることで長尺の梁を作りやすい。規模の大きい建築物を木造化す
る時の課題であるコス卜問題を解決するのに有効な技術である。そして貴重な強度特性値、
長期性能データ、設計式がそろったと判断される。 
地球温暖化対策として、建築物に国産木材を利用して炭素固定の必要性が叫ばれて久し
いが、本研究は、低迷する木造住宅の梁における国産材利用に貢献できると考えられる。 
 
以上 
